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市役所窓口のDX 推進と生産性向上を実現
～行かない・書かない・待たない窓口を目指して～
1億1,983万円
総務省「自治体フロントヤード改革モデルプロジェクト」
の採択を受け、デジタルツールなどを活用した「行かない
窓口」「書かない窓口」「待たない窓口」の実現を目的として、
「住民の希望に沿った窓口の実現」と「職員の時間を生み
出す」ことで生産性向上を図ります。
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対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象
▶催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが
必要な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確
認を▶先着順の申し込みで時間の記載のないものは午前
９時から受付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話
番号の記載がないものは市役所へ（業務日・時間は月～
金曜日午前９時～午後５時30分、祝休日・年末年始を
除く）▶催しなどの中止・延期など最新情報は問い合わ
せ先に確認を▶環境への配慮から、催しなどへの来場は
できるだけ公共交通機関のご利用を▶周囲の人に感染
症を広げないため、場所や状況に
応じてマスク着用などの対応を。

くろまろ塾認定
講座マーク▶

総務経営局

「みんながハッピーになる」全体最適化システム
国の安心クラウドサービス
3億4,160万8千円
令和７年度末までに住民情報システムを国の定める仕様に
準拠したシステムへと移行することが義務付けられ、ガバ
メントクラウド上に構築されたシステムへ移行します。

都市環境安全局

「じこヘルさぽーと」
自転車ヘルメット購入費用の補助制度
193万6千円
自転車用ヘルメットの着用を促進し、事故被害の減少と交
通安全意識の向上を目的として、18歳までの児童・生徒
などと 65歳以上の高齢者が購入した自転車用ヘルメット
の費用の半額（上限２千円）を補助します。

災害時の通信インフラやプライバシーを確保
～避難所における充実した環境を～
3,975万1千円
災害発生時の通信途絶に対応するため、衛星通信機器を整
備し、避難所における通信環境の改善を図ります。また、
電源やプライバシーを確保するシェルターなどを整備し避
難所における環境改善を図ります。

でんきをお得に
「つくる・ためる・つかう」を応援する補助制度
5,460万円
個人・民間向けの再エネ・省エネ設備導入にかかる補助事
業において、個人向け太陽光発電設備と蓄電池の補助上限
金額を大幅にアップさせ、でんきの「つくる・ためる・つ
かう」にかかる経済的負担の軽減を図ります。

南河内初

的確な電話対応で市民満足度を向上
～通話録音で、カスハラから職員を守る～
196万3千円
電話対応品質や職員のウェルビーイングを向上させる取り
組みとして、録音機能などを有する通話管理システムを導
入し、不測の事態に備えるとともに、カスタマーハラスメ
ントから職員を守ります。

写真はイメージです



成長戦略局こどもの未来とウェルビ ーイング推進局教育委員会
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つながる河内長野 EXPO2025
～河内長野の魅力を世界へ発信～
6,939万3千円
大阪・関西万博において、産官学民連携の「つながる河内
長野」をもとに、河内長野がひとつになって、万博に出展
する作品をつくり、一緒に万博へ参加することで、本市の
魅力を世界へ向けて発信します。

市民総合体育館に空調設備を設置
～熱中症対策や災害時に備えて～
2,847万6千円
大規模災害時の避難者および利用者の熱中症対策として
市民総合体育館に空調設備を設置します。

河内長野駅東側の旧保健センター用地を再生
～駅前優良物件あります！～
561万6千円
河内長野駅周辺地区の活性化に向け、旧保健センターと休
日急病診療所用地を活用する民間事業者の募集および選定
を行います。

みんなで考える「寺ケ池公園」アップデート
～市民の声を反映した公園へ～
6,200万円
寺ケ池公園リニューアル計画に基づき、四季の広場周辺と
子ども園前広場について、ワークショップなどを行い、施
設配置等の検討を行います。また、魅力的な樹木景観を形
成するための検討を行います。

(仮称)南花台中央公園、ただいま整備中！
6億3,360万円
ＵＲ南花台団地集約跡地を活用し、まちの魅力向上を目指
したサッカースタジアム併設の都市公園（令和８年 11月
オープン予定）を整備中。市民参加型で公園の活用を考え、
多様な活動による地域の魅力向上に取り組みます。

観光案内所がパワーアップ！
～旅の始まりはいつもここから～
3,009 万1千円
新たに移転が完了した観光案内所について、「観光利便性」
「誘客効果」「情報発信力」をより高め、シティプロモーショ
ンの充実など、機能強化を図ります。

第２子以降の保育料無償化の準備を開始！ 
1,000万円
子どもを生み育てやすい環境を
目指し、多子世帯の負担軽減を
図るため、きょうだいの年齢や
世帯所得に制限を設けず、各家
庭における第２子以降の保育料
を無償とするためのシステム改
修とスキームの検討を行います。

中学校全員給食に向けた新学校給食センター整備
17億 7,425 万円
学校給食(施設整備 )基本計画
に基づき、小学校に加えて令
和９年１月からの中学校におけ
る全員給食の実施に向け、新
たな学校給食センターの整備
を行います。

全市立小中学校の体育館で空調設備が設置完了
3億1,436万7千円
夏の暑さに対する熱中症対策
として、小中学校の体育館に
空調設備の設置を令和7年度
で完了させます。

スマイル手つなぎ登園開始！
3,048 万8千円
登園時の荷物（紙おむつや昼寝
用布団など）を減らし、子ども
と保護者が手をつないで登園で
きる環境を構築するとともに、
保護者負担の軽減を図るため、
市内保育所・認定こども園のサ
ブスクリプションサービス導入
などを支援します。

南河内初

美加の台小中一貫教育推進校の整備に向けて
～小中学生が一つの校舎でともに学ぶ環境を～
1,360万円
河内長野市学校のあり方の方針に基づき、児童・生徒の減少によ
る学校の小規模化から生じる課題への対応策として、美加の台
地区における施設一体型小中一貫教育推進校の整備を進めます。

子どもが主体性を発揮し、探求能力を高める
学びの研究 
100万円
子どもたちが自ら課題をみつけ、自ら学び、主体的に判断し、
よりよく問題を解決する資質・能力を育成する、主体的な学
びを促す教育方法の研究を行います。

教育・医療・福祉の連携を具現化
～小学校のハビリテーションルーム設置に向けて～
30万円
学校において、作業療法士や言語聴覚士などの医療的専門人材
が発達や特性のある子どもに応じたサポートを行うため、支援
体制の構築を進めます。

府内初

中学校におけるオンライン学習サービス
『スタディサプリ』の導入 
669万9千円
中学校にAIソフトを導入して、生徒一人
ひとりの学習の理解度や進度に応じた学
習内容を提供するアダプティブラーニン
グにより、個々の学習内容の定着、学び
直し、発展的な学習への対応を行います。

南河内初
５歳児健康診査の導入
～就学まで切れ目のない健康支援のために～
255万2千円
子どもの特性を早期に発見し、その特性に合わせた適切な支
援を行うために、５歳児健康診査を導入し、生活習慣やそ
の他育児に関する助言など、子育て家庭を伴走支援します。

胃内視鏡検査（胃がん検診）の導入 
1,473 万1千円
胃がん検診について、従来から実施している胃部エックス
線検査に加え、新たに胃内視鏡検査を導入し、検査体制を
充実することで、受診率の向上を図ります。

養育費の保証制度を支援 
203万7千円
ひとり親家庭の人が、養育費の未払いが発生した場合に立
替・督促をする保証会社と養育費保証契約を締結する際の
保証料を支援します。また、養育費の公正証書の作成にか
かる本人負担費用などの一部補助を行います。

府内初

HPVワクチン男性接種費用を助成 
128万4千円
男性の肛門がんや咽頭がんなど
を予防するとともに、性交渉に
よる女性へのHPV感染を防ぐ
ために、HPVワクチンを接種
する小学校６年生～高校１年生
相当の男子について、接種費用
を全額助成します。

府内初

令和7 年度に実施する主な事業・予算特集
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●市民１人（１世帯）あたりの一般会計予算●市民１人あたりの予算の使用用途

歳出
（目的別）

民生費（48.0％）
213億1,497万8千円
            

教育費（11.2％）
49億9,569万1千円

総務費（13.2％）　
58億5,740万6千円

公債費（6.2％）
27億7,326万9千円

衛生費（7.6％）
33億5,358万8千円

土木費（7.2％）
31億9,294万9千円

消防費（3.4％）
15億2,822万7千円

その他（1.9％）　
8億5,092万8千円

農林業費（1.3％）　
5億5,796万4千円

会計名 令和7年度予算額（千円） 前年度からの増減額（千円） 増減率（％）
一 般 会 計 44,425,000 2,697,000 6.5
特 別 会 計 28,087,770 330,275 1.2

国民健康保険事業勘定 11,739,311 ▲ 430,800 ▲ 3.5
土 地 取 得 117,684 ▲ 336 ▲ 0.3
部 落有財産 800 620 344.4
介 護 保 険 13,331,607 699,244 5.5
後期高齢者医療 2,898,368 61,547 2.2

公営企業会計 9,895,150 258,236 2.7
水道事業会計 3,793,416 264,239 7.5
下水道事業会計 6,101,734 ▲ 6,003 ▲ 0.1
合計 82,407,920 3,285,511 4.2

年度末市債残高の推移
令和 5年度決算額 503億 2,100 万円
令和 6年度見込額 495億 5,100 万円
令和 7年度見込額 491億 9,600 万円

民生費 高齢者、児童の福祉のために 217,700 円

総務費 情報化や自治の推進のために 59,800 円

教育費 学校や公民館、図書館などに 51,000 円

衛生費 ごみの処理や病気の予防のために 34,300 円

土木費 道路や河川、公園の整備のために 32,600 円

公債費 借金の返済のために 28,300 円

消防費 消防活動や防災のために 15,600 円

その他 農林業費などに 14,400 円

市民１人あたりの予算 453,700 円

市民１人あたりの借金 273,100 円

市民１人あたりの貯金 120,100 円

１世帯あたりの予算 932,600 円

令和6年12月末現在の人口と世帯数
人口：97,912 人　世帯数：47,635 世帯

年度末基金残高の推移
令和 5年度決算額 169億 4,400 万円
令和 6年度見込額 154億 5,500 万円
令和 7年度見込額 144億 4,600 万円

※上記の市債・基金残高には特別会計、公営企業会計を含みます。

（性質別）（目的別）

●市債・基金残高 ●会計別予算

令和 7年度

当初予算が決まりました

市税（26.7％）
118億6,755万円

寄附金(2.3％)
10億1,000万円

繰入金(4.1%)
18億4,041万4千円

その他(2.2％)
10億695万円

地方交付税
（19.3％）
85億9,000万円

国庫支出金（21.3％）
94億5,307万9千円

府支出金（8.4％）
37億3,174万1千円

その他（2.5％）
10億6,540万1千円

使用料及び手数料
(1.5％)
6億7,776万5千円

市債（6.2％）
27億5,960万円

歳入

自主財源
（36.8％）

依存財源
（63.2％）

地方消費税交付金（5.5％）
24億2,250万円

投資的経費
（9.9％）

維持補修費（0.4％）
1億5,443万7千円

貸付金（0.2％）1億670万7千円

普通建設事業費（9.7％）　
42億9,961万8千円

災害復旧事業費（0.2％）
1億300万円

物件費（15.1％）
67億1,744万2千円

補助費等（10.7％）
47億6,121万7千円

繰出金（12.0％）
53億2,608万9千円

人件費（13.9％）
61億6,015万4千円
　

扶助費（29.0％）
128億7,991万円

公債費（6.2％）
27億7,325万9千円

予備費（0.1%）5,000万円積立金（2.5％）
10億9,316万7千円

その他経費
（41.0％）

義務的経費
（49.1％）歳出

（性質別）

※数値は各項目ごとに四捨五入などの調整をしています。
※予算の詳細は、情報コーナー (市役所1階)や図書館、市ホームページなどで閲覧できます。
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の
進

展
、
物
価
高
騰
の
影
響
が
続
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
な
ど
、
引
き
続
き
厳
し
い

財
政
環
境
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
次
世

代
と
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る
事
業
に
資

源
を
配
分
し
、
ま
ち
を
「
育
む
」
好
循

環
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
最
大
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
あ
る
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
か

ら
の
脱
却
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

問
財
政
課

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

●一般会計とその他の会計　一般会計とは、市
の予算の中心となる会計で、行政運営のための基
本的な経費が含まれます。一方、その他の会計は、
特定の事業の歳入歳出を一般会計と区別して処
理するための会計で、特別会計や公営企業会計
があります。
●市債　建設事業などの資金として、国や銀行
から借り入れるもの。また、地方交付税の減収に
よる財源不足を補うためなどにも発行されます。
●基金　特定の目的のために財産を維持したり、
資金を積み立てたりするために設けるものです。
●地方交付税　全国の市町村が同じ水準の行政
を進められるよう、財政運営の均衡をとるために
国から交付されるお金です。
●国庫（府）支出金　国や府が、市などに対して
支出する使途を特定したお金で、補助金や交付
金などがあります。
●繰入金と繰出金　一般会計、特別会計、基金
の間で相互に支出される経費で、他の会計からそ
の会計に資金が移される場合が「繰入」、他の会
計に資金を移す場合を「繰出」といいます。

財政用語の解説     歳入
総額444 億2,500万円

一般会計

一 般 会 計 　 444億2,500万円
特 別 会 計   280 億8,777 万円
公営企業会計　       98 億9,515 万円

総額 824億792万円

    歳出
総額444 億2,500万円

一般会計

令和7 年度に実施する主な事業・予算特集
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大阪
ウィーク

に

参加しま
す

９
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
に
大
阪
・
関
西

万
博
Ｅ
Ｘ
Ｐ
О
ホ
ー
ル
「
シ
ャ
イ
ン
ハ
ッ

ト
」
で
公
演
す
る
ア
ー
ト
舞
台
「
奥
河
内
音

絵
巻
２
０
２
５
日
月
山
水
タ
イ
ム
マ
シ
ン
」。

こ
の
事
業
に
賛
同
し
、
ご
支
援
い
た
だ
け
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

●
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
実
施
中

目
標
金
額　
３
０
０
万
円

受
付　
６
月
24
日
ま
で
に
下
記

Ｑ
Ｒ
か
ら

※
本
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は「
ふ
る
さ

と
納
税
」の
対
象
で
す
。確
定
申
告
ま
た
は
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

寄
附
金
額
の
２
０
０
０
円
を
超
え
る
部
分
に
つ

い
て
、一
定
の
限
度
額
ま
で
原
則
と
し
て
所
得

税
・住
民
税
か
ら
全
額
が
控
除
さ
れ
ま
す（
返

礼
品
は
無
し
▽
寄
附
全
額
を
本
事
業
に
活
用
）。

問
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

●
一
緒
に
舞
台
を
作
ろ
う
！

　
ア
フ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス
×
河
内
音
頭
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
創
作
ダ
ン
ス
を
体
験
。
参
加
者

は
９
月
の
公
演
本
番
に
出
演
で
き
ま
す（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。

と
き・と
こ
ろ　
６
月
21
日
㈯
午
後
２
〜
４
時

＝
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
、
６
月
29
日
㈰
・
７
月

13
日
㈰
午
後
２
時
〜
４
時
＝
ノ
バ

テ
ィ
ホ
ー
ル
（
３
回
シ
リ
ー
ズ
）

申
込
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
活
性
課

●
副
市
長
に
西
口
氏
を
選
任

　
市
議
会
は
３
月
26
日
、
副
市
長
に
西
口
栄
一
氏

（
64
歳
・
河
内
長
野
市
在
住
）
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
７
年
４
月
１
日

か
ら
４
年
間
で
す
。
西
口
氏
は
昭
和
55
年
に
大
阪

府
に
入
り
、
建
築
振
興
課
長
、
な
に
わ
南
府
税
事

務
所
長
な
ど
を
歴
任
し
、
府
を
退
職
後
、
千
早
赤

阪
村
参
与
、大
阪
府
タ
グ
事
業
協
同
組
合
専
務
理

事
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。

問
人
事
課

●
新
教
育
長
に
小
川
氏
を
選
任

　
市
議
会
は
３
月
26
日
、
市
教
育
長
に
小
川
祥

氏
（
59
歳
・
和
泉
市
在
住
）
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
７
年
４
月
２
日
か

ら
３
年
間
で
す
。小
川
氏
は
平
成
元
年
に
市
に
入

庁
し
生
活
福
祉
課
長
、
政

策
企
画
課
長
、生
涯
学
習

部
長
な
ど
を
歴
任
し
ま

し
た
。

●
松
本
教
育
長
の
退
任

　
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
松
本
芳
孝
氏
は
令
和

７
年
４
月
１
日
付
で
市
教
育
長
を
退
任
し
ま
し
た
。

松
本
氏
は
平
成
31
年
４
月
２
日
に
市
教
育
長
に

就
任
。
以
後
６
年
間
に
渡
り
、
市
の
教
育
行
政
に

貢
献
し
ま
し
た
。

問
教
育
総
務
課

副市長の選任と
教育長の選任・退任

大阪・関西万博で盛り上がろう！
「奥河内音絵巻2025」を世界へ

地域の魅力発見ツアー～大阪43市町村の見どころ～
とき　５月９日㈮ ～11日㈰　ところ　EXPOメッセ「WASSE」

ご当地グルメが好き
美味い！でつながる河内長野
日本遺産のまち「河内長野」がお
届けする自慢のグルメ。歴史の
深い酒蔵による「天野酒」と、 
海外でも話題沸騰の「豆菓子」
をご賞味あれ！地元グルメ「楠
公めし」「薬膳精進カレー」も販
売します。
問産業観光課

中世が好き
歴史でつながる河内長野
日本遺産のまち「河内長野」を
知る上で重要な観心寺、金剛寺、
烏帽子形城跡の３つの中世の史
跡をとりあげ、史跡の復元模型
や出土遺物の展示を通じて、本
市の中世の歴史文化遺産の魅力
を伝えます。
問社会教育第２課

大阪の祭！～EXPO2025 春の陣～
とき　５月９日㈮・10日㈯　ところ　EXPOアリーナ「Matsuri」

大阪各地のだんじり・
やぐら・太鼓台などが
大集合！

河内長野市の代表として上田町のだんじり
が参加します。総勢150人以上の市民によ
るパフォーマンスと展示を行います。
問シティプロモーション課

子ども無料招待
　府では、次代を担う大阪の子どもたちに、
大阪・関西万博入場券（チケットID）を配
付しています。
対象　申請日に大阪府内に居住し、令和７年４
月１日時点で次のいずれかに該当する人
①満４歳・満５歳の幼児、②大阪府外の小・中・
高等学校等に通学する児童・生徒、③高等学
校などに在学しない満15～17歳の人
※申請方法などは右記QRから▷本市は大阪
府配付分の申請が可能です。
問府万博子ども招待コールセンター
（☎ 06-7526-3090）

©Expo 2025
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上
下
水
道
事
業
の
現
状
と
課
題

●
料
金
・
使
用
料
収
入
の
減
少

　
人
口
減
少
や
節
水
機
器
の
普
及
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
の
影

響
で
水
需
要
が
減
少
し
、
そ
れ
に
と

も
な
い
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

収
入
も
年
々
減
少
し
て
お
り
、
そ
の

傾
向
は
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す

（
左
図
）。

　
そ
の
た
め
、
今
後
も
維
持
管
理
経

費
の
抑
制
を
進
め
な
が
ら
事
業
を
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
施
設
や
管
路
の
老
朽
化

　
本
市
は
地
形
的
な
要
因
に
よ
り
水

道
や
下
水
道
に
係
る
施
設
数
が
多
い

状
況
で
す
。
そ
の
多
く
が
高
度
経
済

成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
た
め
、
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
も
施
設
や

管
路
を
更
新
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
（
左
グ
ラ
フ
）。

●
多
発
す
る
大
規
模
地
震

　
全
国
的
に
大
規
模
地
震
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
予
測
さ
れ
る

大
規
模
災
害
に
備
え
、
災
害
に

強
い
上
下
水
道
を
実
現
し
て
い

く
た
め
施
設
や
管
路
の
耐
震
化

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

●
水
道
施
設
の
効
率
の
低
下

　
水
需
要
の
減
少
に
と
も
な
い
、

既
存
の
水
道
施
設
能
力
と
水
需

要
の
差
が
広
が
り
、
施
設
効
率

が
低
下
し
て
い
ま
す
。今
後
、施

設
を
効
率
的
に
運
用
し
て
い
く

た
め
に
、
施
設
を
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

●
渇
水
の
発
生

　
近
年
で
は
令
和
元
年
度
、
４

年
度
、
５
年
度
に
降
雨
量
が
少

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
滝
畑
ダ

ム
の
貯
水
率
が
減
少
し
た
た
め
、

渇
水
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
渇
水
に
備
え
、
新
た

な
水
源
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ

り
水
源
の
安
定
化
を
図
る
と
と

も
に
渇
水
対
策
に
係
る
資
金
を

確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
今
後
予
測
さ
れ
る

大
規
模
災
害
に
備
え
る
観
点
か

ら
も
水
源
の
安
定
化
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

上
下
水
道
事
業
の
取
り
組
み

●
こ
れ
ま
で
の
経
営
効
率
化

　
事
業
の
経
営
効
率
化
の
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
上
下
水
道
事
業

で
は
包
括
的
民
間
委
託
や
組
織

の
ス
リ
ム
化
、
施
設
の
休
廃
止
、

計
画
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
維

持
管
理
経
費
の
削
減
や
施
設
の

ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

上
下
水
道
事
業
の

経
営
基
盤
強
化
の
必
要
性

●
厳
し
い
経
営
状
況

　
上
下
水
道
事
業
の
収
益
的
収

支
は
、
水
道
料
金
・
下
水
道
使

用
料
収
入
の
減
少
や
物
価
高
騰

の
影
響
な
ど
に
よ
る
費
用
の
増

加
に
よ
り
令
和
６
年
度
予
算
ベ

ー
ス
で
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、水

道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
を
改

定
し
な
け
れ
ば
令
和
７
年
度
以

降
も
赤
字
が
続
く
見
込
み
で
し

た
。
経
営
努
力
だ
け
で
は
事
業

の
実
施
に
必
要
な
資
金
の
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、
厳
し

い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
八
潮
市
の

道
路
陥
没
事
故
を
受
け
て

　
本
市
の
下
水
道
管か

ん

渠き
ょ

の
緊
急

点
検
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
異

常
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
令

和
４
年
に
も
40
年
を
経
過
し
た

口
径
８
０
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
管
渠
を
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
異
常
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
も
年
２
回

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、５
年
に
一
度

腐
食
し
や
す
い
箇
所
の
点
検
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
異

常
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

安
全
安
心
な
上
下
水
道
を

維
持
す
る
た
め
に

　
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

の
改
定
を
し
な
け
れ
ば
、
老
朽

化
し
た
施
設
や
水
道
管
・
下
水

道
管
の
更
新
が
で
き
な
く
な
り
、

漏
水
事
故
や
断
水
な
ど
が
発
生

す
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。　

上
下
水
道
の
適
切
な
維
持
管
理

を
行
う
た
め
に
は
事
業
継
続
に

必
要
な
資
金
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

手数料の区分 現行 改定後
定額手数料（一般家庭の基本料金） １人につき月額 480円 600円

特殊手数料（加算料金）
無臭式トイレの場合
収集１回１世帯につき 200円加算 250円加算
簡易水洗式トイレの場合
収集１回対象１人につき 200円加算 250円加算

従量手数料（事業所や臨時のくみ取り時に適用）
最初の300リットルまで 2400円 3000円
以降100リットル増すごとに 800円加算 1000円加算

臨時手数料（一般家庭および事業所等▷臨時く
み取りの場合に加算） １件につき 1000円 1250円

9 月までの料金　①+②＝ 1760円
①定額手数料 480円× 2人＝ 960円
②特殊手数料200円× 2人×月2回＝800円

10 月からの料金　③＋④＝ 2200円
③定額手数料 600円× 2人＝ 1200円
④特殊手数料250円×2人×月2回＝1000円

10 月１日からくみ取り手数料が変わります

水道管老朽化グラフ
(経過年数 )

下水道管（汚水）老朽化グラフ
(経過年数 )

将
来
世
代
に
負
担
を

先
送
り
し
な
い
た
め
に

料
金
・
使
用
料
を
改
定

　
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
、

災
害
に
強
い
安
全
安
心
な
上
下

水
道
を
構
築
す
る
た
め
、
令
和

７
年
10
月
１
日
か
ら
水
道
料

金
・
下
水
道
使
用
料
を
改
定
し

ま
す
（
下
表
）。

　
水
道
料
金
は
平
均
で
21
・
２

％
、
下
水
道
使
用
料
は
平
均
で

10
・
26
％
、
水
道
料
金
・
下
水

道
使
用
料
の
合
計
で
は
平
均

で
16
・
05
％
の
値
上
げ
に
な
り

ま
す
。

持
続
性
の
あ
る
経
営
を

　
市
民
生
活
・
経
済
活
動
に
欠

か
せ
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

る
上
下
水
道
を
守
る
た
め
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
負
担

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

改
定
の
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

水道事業の収益的収支見通し（百万円）

下水道事業の収益的収支見通し（百万円）

問環境衛生課

将
来
世
代
に
負
担
を

先
送
り
し
な
い
た
め
に

〜
10
月
1
日
か
ら
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す
〜

問
経
営
総
務
課

2500

3000

3500

R11R10R9R8R7R6R5R4

収入
支出

算定期間

1500

2000

2500

R11R10R9R8R7R6R5R4

収入
支出

算定期間

収
支
不
足

収
支
不
足

使用水量
（㎥）

水道料金（円） 下水道使用料（円） 水道料金・下水道使用料合計（円）
現行 改定後 増加額 現行 改定後 増加額 現行 改定後 増加額

10 1,848 2,241 393 1,731 1,914 183 3,579 4,155 576
20 2,255 2,736 481 2,116 2,343 227 4,371 5,079 708
32

（一般家庭平均） 4,472 5,429 957 4,202 4,639 437 8,674 10,068 1,394

50 7,909 9,600 1,691 7,440 8,206 766 15,349 17,806 2,457

２か月あたりの使用水量別改定額（税込）※水道メーター口径13㎜～25㎜

　燃料費や人件費などの高騰により、し尿の収集運搬にかかる経費が増加しています。安定的な
し尿収集運搬体制を確保するため、くみ取り手数料を下表のとおり改定します。市民のみなさん
のご理解とご協力をお願いします。
●くみ取り手数料の例　２人世帯で簡易水洗式トイレを月 2回くみ取りしている場合の月額

道
路
陥
没
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

暮らし

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

税
金

健
康

障
が
い
者

安
全
安
心

教
育

就
労

人
権

暮
ら
し

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

事
業
所

高
齢
者

保
険・年
金
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暮
ら
し

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

ご
み
収
集
・
し
尿
汲
み
取
り

期
間　
４
月
26
日
㈯
〜
５
月
６
日

㉁●
ご
み
収
集
（
家
庭
・
事
業
所
）・

ふ
れ
あ
い
収
集

　
通
常
ど
お
り
に
収
集
し
ま
す
。

●
し
尿
汲
み
取
り

　
定
期
収
集
は
通
常
の
日
程
と
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
臨
時
の

汲
み
取
り
に
つ
い
て
、
土
日
祝
日

は
行
い
ま
せ
ん
。

問
環
境
衛
生
課

く
ら
し
の
総
合
相
談

　
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る
様
々

な
問
題
に
、
弁
護
士
や
税
理
士
な

ど
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

と
き　
５
月
20
日
㈫
午
後
１
時
〜

４
時
（
受
付
は
正
午
〜
午
後
３
時

▽
先
着
順
）

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　
下
表
の
と
お
り

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
市
民
窓
口
課

違
法
な
不
用
品
回
収
に
注
意

　
無
料
で
不
用
品
を
回
収
す
る
な

ど
派
手
に
宣
伝
し
て
い
る
業
者
の

多
く
は
、
違
法
業
者
の
可
能
性
が

あ
り
、
実
際
に
は
費
用
を
請
求
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、引

き
渡
し
た
不
用
品
が
不
法
投
棄
さ

れ
た
場
合
は
、
も
と
の
所
有
者
に

も
責
任
が
お
よ
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
住
ま
な
く
な
っ
た
家
の
片
付
け

な
ど
を
業
者
に
依
頼
す
る
場
合
、

そ
の
業
者
が
ご
み
の
運
搬
も
請
け

負
う
こ
と
は
違
法
で
す
。

問
環
境
衛
生
課

外
出
困
難
者
に
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

出
張
申
請
・
交
付
サ
ポ
ー
ト

　
病
気
や
身
体
障
が
い
な
ど
に
よ

り
外
出
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
人

を
対
象
に
、
行
政
書
士
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請
や
交

付
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
訪
問
し
ま
す
。

と
き

12
月
ま
で
毎
月
実
施
▽
予

約
制

申
込　
電
話
か
メ
ー
ル（shinsei@

osakagyoseishoshi.or.jp

▽

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
を
記
入
）

で
左
記
へ

※
出
張
日
に
は
本
人
確
認
書
類

（
顔
写
真
付
き
身
分
証
１
点
か
、保

険
証
や
年
金
手
帳
、
通
帳
な
ど
の

身
分
証
２
点
）
が
必
要
で
す
。

問
大
阪
府
行
政
書
士
会

（
☎
06
・
６
９
４
３
・
７
５
０
１
）

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
停
止

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住

民
票
な
ど
の
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す
。

と
き　
５
月
26
日
㈪
、
６
月
５
日

㈭
終
日

※
最
新
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
市
民
窓
口
課

令
和
７
年
度
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
補
助
金

　
脱
炭
素
型
の
都
市
構
造
の
形
成

と
、
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

の
促
進
を
目
的
と
し
て
、
補
助
金

の
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
上

限
額
を
拡
大
し
て
い
る
も
の
も
あ

る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
個
人
住
宅
向
け

　
①
５
・
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の

自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電
設
備

（
上
限
55
万
円
）、
②
蓄
電
池
（
上

限
75
万
円
）、
③
高
効
率
給
湯
器

（
上
限
20
万
円
）、
④
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
（
上
限
50

万
円
）、
⑤
電
気
自
動
車
（
車
載
型

蓄
電
池
）（
上
限
85
万
円
）、
⑥
充

放
電
設
備
（
上
限
１
５
０
万
円
）

※
③
④
は
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
新
た

に
導
入
す
る
こ
と
が
要
件
で
す
。

※
②
⑤
は
①
と
の
併
用
が
、
⑥
は

①
⑤
と
の
併
用
が
要
件
で
す
。

●
民
間
事
業
者
な
ど
向
け

　
⑦
自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電
設

備
（
自
己
所
有
プ
ラ
ン
）（
上
限
１

０
０
０
万
円
）、⑧
自
家
消
費
型
太

陽
光
発
電
設
備（
Ｐ
Ｐ
Ａ
プ
ラ
ン
）

（
上
限
１
０
０
０
万
円
）、
⑨
蓄
電

池
（
Ｐ
Ｐ
Ａ
プ
ラ
ン
）（
上
限
１
０

０
万
円
）

申
請
受
付　
５
月
12
日
か
ら

●
Ｐ
Ｐ
Ａ
プ
ラ
ン
の
登
録
事
業
者

募
集

　
市
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
を

サ
ー
ビ
ス
料
金
に
反
映
さ
せ
て
市

内
事
業
者
な
ど
に
還
元
す
る
Ｐ
Ｐ

Ａ
モ
デ
ル
事
業
プ
ラ
ン
の
登
録
事

業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
対
象
機
器
の
要
件

な
ど
詳
細
は
下
記
Ｑ

Ｒ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
制
度
の
内
容
や
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課障

が
い
者

春
季
ペ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

対
象　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
手

帳
の
所
持
者
と
そ
の
介
護
者

と
き　
５
月
10
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　
下
里
運
動
公
園

　今年のテーマは「明日の地球を救うため、消
費者にできること　グリーン志向消費～どのグ
リーンにする？～」。期間中、消費者・事業者・
行政などが一体となって、消費者問題に関する
教育・啓発などを集中的に行っています。
●消費者月間講演会「気象・防災情報と
昔の知恵で風水害に備えよう！」
　気候変動の影響を受けている今、最新の情報
と、自然災害の歴史から防災を学びます。
とき　５月 23日㈮午後２時～４時
ところ　ノバティホール（ノバティながの南館内）
定員　40人（先着順）
申込　５月７日から電話で下記へ
問かわちながの消費者協会
　　　　（市消費生活センター内、☎ 56-2360）

※キックスでは、消費者月間に係る展示を５月
１日～ 22日まで実施しています。
●トラブルにあわないために情報収集
　様々な消費者トラブルが発生し、詐欺などの手
口は年々悪質、巧妙化し、被害は後を絶ちません。
被害にあわないため、常に情報収集をすること、
よく考えることなどが大切です。被害にあった場
合には、専門の機関へ相談しましょう
◎消費生活センター（☎ 56-0700）
　電話や対面で相談を受けています
（右上記QR参照）。
◎独立行政法人国民生活センター
（右記QR参照）。
●困ったとき、不安になったとき、
まずは相談
◎消費者ホットライン（☎ 188）　
◎警察相談専用電話（☎♯ 9110）
※自治会など10人以上の団体に出前講座も行っ
ていますので、お気軽に下記へご相談ください。
問消費生活センター（☎ 56-2360）

定
員

15
組
（
抽
選
）

参
加
費　
１
人
２
５
０
円

申
込　
５
月
７
日
ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
（
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
入
）
で
左
記
へ

※
雨
天
時
は
キ
タ
バ
あ
か
み
ね
で

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
に
変
更
。

問
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
キ
タ

バ
あ
か
み
ね
（
☎
56
・
１
５
９
０
、

℻
56
・
１
５
９
２
）

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

対
象　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
64
歳
以
下
の
人

と
そ
の
介
護
者

と
き　
６
月
７
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午
▽
集
合
は
９
時
30
分

と
こ
ろ　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
あ
か
み
ね

定
員　
８
人
（
抽
選
）

申
込　
５
月
30
日
ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
（
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
入
）
で
左
記
へ

問
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か

み
ね（
☎
56
・
１
５
９
０
、
℻
56
・

１
５
９
２
）

手
話
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　
市
の
手
話
通
訳
者
登
録
を
目
指

し
て
技
術
向
上
を
図
り
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
基
礎
課
程

を
修
了
し
た
人
、ま
た
は
手
話
検
定

３
級
以
上
の
手
話
力
の
あ
る
人

と
き　
６
月
２
日
〜
10
月
20
日
の

月
曜
日
の
う
ち
10
回
▽
い
ず
れ
も

午
後
６
時
20
分
〜
８
時
20
分

と
こ
ろ　
市
役
所

定
員

20
人
（
抽
選
）

※
教
材
費
が
必
要
。

申
込　
５
月
15
日
ま
で
に
基
礎
課

程
修
了
証
書
な
ど
の
写
し
と
所
定

の
申
込
書
を
左
記
へ

問
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
第
２
課

安
全
安
心

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練

　
災
害
時
や
地
震
、
緊
急
事
態
時

に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

緊
急
情
報
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に

伝
え
る
た
め
、
市
内
47
か
所
の
防

災
行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

と
き　
５
月
28
日
㈬
午
前
11
時

●
無
線
で
の
放
送
内
容
が
聞
き
取

り
に
く
い
場
合
は

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
災
害
テ
レ
ホ
ン
案
内
（
☎

０
１
２
０
・
０
４
７
・
７
１
４
）

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
危
機
管
理
課

相談名 内　容

法律 土地・家屋・金銭の貸借や離
婚、相続などの法律関係

行政 行政に対する苦情や要望など

消費者
金融

多重・多額債務者の返済方法
など

登記 土地・家屋などの不動産の登
記全般

税 譲渡や贈与、相続、住宅購入
などにかかる税全般

人権 人権問題全般

心配
ごと

日常生活の様々な心配ごとや
悩みなど

警察 民事暴力・ストーカー対策な
どの警察業務全般

民事
調停

土地建物・借入債務・交通
事故などの「民事上のもめ
ごと」について調停で解決
する手続き

５月は消費者月間です

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

税
金

健
康

障
が
い
者

安
全
安
心

教
育

就
労

人
権

暮
ら
し

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

事
業
所

高
齢
者

保
険・年
金
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麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
に
よ
り
、

令
和
６
年
度
中
に
麻
し
ん
・
風
し

ん
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
人
は
、
接
種
期
間
が
令
和
９
年

３
月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

対
象　
①
令
和
４
年
４
月
２
日
〜

令
和
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
、

②
平
成
30
年
４
月
２
日
〜
平
成
31

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
、
③
昭

和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
、
令
和

6
年
度
末
ま
で
に
抗
体
検
査
を
実

施
し
た
結
果
、
風
し
ん
の
抗
体
が

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の

納
付
は
６
月
２
日
ま
で
に

　
令
和
７
年
度
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日

現
在
、
本
市
で
軽
自
動
車
な
ど
を

所
有
す
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

５
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
６
月
２
日
の
納
期

限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）納
税
証

明
書（
車
検
用
）は
大
切
に

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納

税
通
知
書
は
、
右
端
部
分
が
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
納
税
証
明
書

（
車
検
用
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
車

検
を
受
け
た
後
、
車
検
証
の
返
付

を
受
け
る
際
に
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
車
検
証
と
と
も
に
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
口

座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、

過
年
度
を
含
め
未
納
の
な
い
二
輪

小
型
自
動
車
の
み
、
振
替
（
納
付
）

確
認
後
、
６
月
中
旬
に
は
が
き
で

送
付
予
定
で
す
。

●
車
検
時
の
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

納
税
証
明
書
の
提
示
に
つ
い
て

　
車
検
を
受
け
る
軽
自
動
車
検
査

協
会
ま
た
は
運
輸
局
で
、
電
子
的

に
納
税
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
紙
の
車
検
用
納
税
証
明

書
は
原
則
不
要
で
す
。

※
紙
の
車
検
用
納
税
証
明
書
の
提

示
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
納
付
し
た
ば
か
り
の
た
め
、電
子

的
に
納
税
確
認
が
で
き
な
い
場
合

・
納
税
確
認
に
、
納
付
後
２
週
間

程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
車
検
を
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
金

融
機
関
の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
納
付
し
て
い
た
だ
き
、
納
税
通

知
書
の
右
端
部
分
の
納
税
証
明
書

を
ご
利
用
く
だ
さ
い（
電
子
決
済

の
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）。

・
納
税
通
知
書
の
右
端
部
分
の
納
税

証
明
書
が
「
＊
＊
＊
＊
＊
」
表
示
の

場
合
は
、納
税
証
明
書
と
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、税
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
車
検
証
の
登
録
内
容
を
変
更
し

た
直
後
の
場
合

◎
対
象
車
両
に
過
去
の
未
納
が
あ

る
場
合

●
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免

申
請
は
６
月
２
日
ま
で
に

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減

免
申
請
期
限
は
６
月
２
日
で
す
。

対
象
と
な
る
車
両
は
、
身
体
ま
た

は
精
神
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
り
、

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
が

所
有
・
運
転
し
て
い
る
車
両
な
ど

で
す
。
手
続
き
方
法
な
ど
詳
細
は
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
車
両
の
乗
り
換
え
が
あ
っ
た
場

合
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問
税
務
課

自
動
車
税（
種
別
割
）の
納
期
限

　
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期

限
は
６
月
２
日
で
す
。
納
税
通
知

書
に
記
載
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
、
地
方

税
お
支
払
サ
イ
ト
な
ど
で
納
期
限

ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

問
府
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
・
０
２
０
１
５
６
）

所
得
証
明
書
の
発
行
は

６
月
５
日
か
ら
開
始

　
令
和
７
年
度
所
得
（
課
税
）
証

明
書
の
発
行
を
６
月
５
日
か
ら
開

始
し
ま
す
。
郵
送
で
請
求
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子

証
明
書
付
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
人
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
発
行
（
６
月
６

日
〜
）
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

収
入
が
な
く
市
・
府
民
税
未
申
告

の
場
合
な
ど
発
行
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
発
送

　
令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
で
市

内
に
土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
に
、
令
和
７
年

度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納

税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

納
期
限　
第
１
期
＝
６
月
２
日
㈪
、

第
２
期
＝
７
月
31
日
㈭
、
第
３
期

＝
９
月
30
日
㈫
、
第
４
期
＝
令
和

８
年
１
月
５
日
㈪

●
固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
令
和
３
年
９
月
に
住
宅
を
新

築
し
ま
し
た
。
今
回
送
ら
れ
て
き

た
納
税
通
知
書
を
見
る
と
、
税
額

が
急
に
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
ど

う
し
て
で
す
か
。

Ａ
新
築
住
宅
は
、固
定
資
産
税
の

減
額
期
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

新
た
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
年
度
か
ら
３
年
度
分
に
限
り
、

税
額
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま

す
（
要
件
あ
り
）。
こ
の
場
合
は
、

令
和
４
〜
６
年
度
分
に
つ
い
て
こ

の
減
額
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
な
お
、
３
階
建
以
上
の
中

高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
、
同
様
の

措
置
が
５
年
度
分
あ
り
ま
す
（
一

定
の
要
件
あ
り
）。
た
だ
し
、
都

市
計
画
税
は
減
額
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

問
税
務
課

健　

康

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

　
喫
煙
は
喫
煙
者
本
人

だ
け
で
な
く
、
周
囲
の

人
へ
も
影
響
を
お
よ
ぼ

し
ま
す
。
無
料
の
禁
煙
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

対
象　
た
ば
こ
を
や
め
た
い
市
民

と
き　
５
月
26
日
㈪
、
７
月
28
日

㈪
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

保
健
セ
ン
タ
ー
の

健
康
づ
く
り
講
座

①
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
活
か
せ
る
体

幹
づ
く
り

　
健
康
運
動
指
導
士
の
お
話
で
す
。

対
象

18
歳
以
上
の
市
民

と
き　
５
月
30
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

定
員

40
人
（
先
着
順
）

②
健
康
長
寿
は
お
口
か
ら

　
歯
科
医
師
の
お
話
や
唾
液
検
査

に
よ
る
歯
肉
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

歯
み
が
き
実
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象

18
歳
以
上
の
市
民

と
き　
６
月
５
日
㈭
・
12
日
㈭
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
▽
２
回
シ
リ

ー
ズ
▽
６
月
５
日
は
希
望
者
を
対

象
に
歯
科
検
診
を
実
施

定
員

15
人
（
先
着
順
）

申
込　
①
は
５
月
７
日
、

②
は
12
日
か
ら
電
話
か

下
記
Ｑ
Ｒ
で

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

青
年
成
人
健
康
診
査

対
象　
昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
平

成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
学
校

や
勤
務
先
で
健
診
を
受
診
す
る
機

会
の
な
い
市
民
▽
年
度
内
1
回
の

み
受
診
で
き
ま
す

と
き　
６
月
17
日
㈫
・
18
日
㈬
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後

１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
身
体
測
定
、
医
師
の
診
察
、

血
圧
測
定
、
検
尿
、
血
液
検
査
▽

診
断
書
の
作
成
は
で
き
ま
せ
ん

費
用　
５
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
に
属
す
る

人
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込　
５
月
30
日
ま
で

に
電
話
か
下
記
Ｑ
Ｒ
で

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

税　

金

糖
尿
病
予
防
相
談

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
糖
尿

病
予
防
の
た
め
の
食
事
と
運
動
に

関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

対
象　
血
糖
・ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
А
１ｃ

値
が
高
め（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
А
１ｃ
：

Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
６・９
％
未
満
）で
糖
尿

病
の
治
療
を
受
け
て
い
な
い
市
民

と
き　
５
月
20
日
㈫
、
6
月
17
日

㈫
午
後
１
時
10
分
〜
４
時
15
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込　
電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

不
十
分
だ
っ
た
人

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

男性HPVワクチン
接種費用助成

男性の肛門がんや咽頭がんなどを予防し、性交
渉によるHPV（ヒトパピローマウイルス）感染か
ら女性を守り、子宮頸

けい

がんを予防するため、令和
7年度から男性へのHPVワクチン接種費用を全
額助成します。
対象　接種日において小学校６年から高校１年
相当の男性市民
※事前申請が必要▷接種を希望する人
は電話または右記ＱＲで。
問保健センター（☎ 55-0301）

子宮頸がんと　　
HPVワクチンの講演会　　

●子どものうちから知っていてほしい大切なこと
　女性だけでなく男性のワクチ
ン接種がなぜ大事なのかについ
て、講師がお話します。
とき　５月25日㈰午後１時30
分～３時30分
ところ　キックス
定員　150人（先着順）
※当日直接会場へ。
問保健センター（☎55 -0301）

産婦人科専門医
藤田 由布さん

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

税
金

健
康

障
が
い
者

安
全
安
心

教
育

就
労

人
権

暮
ら
し

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

事
業
所

高
齢
者

保
険・年
金



市国際交流協会主催で、インド舞踊公演
「Rasā：桜への道」が、キックスで開催さ
れました。インドから来日したA

ア ス タ

asthaさ
んと S

シ ー ナ

heenaさんが繊細な踊りで観客を魅了しまし
た。また、市内のインド舞踏教室カルラアジアンダ
ンススタジオの二人が民族衣装に身を包み舞踏を披
露し、場内はインドの世界観に包まれました。

優雅な舞に酔いしれる
インド民族舞踊

３
26

気候と植物選びの大切さ
緑化講演会

長野総合スポーツクラブ主催のみんなのスポ
ーツフェスタが長野中学校で開催されまし
た。かけっこや障害物競走などの運動会と、

チアやバトンなどの演技発表が行われ、約500人が来
場しました。晴れ空のもと、力いっぱい競技に取り組
む子どもたちと、応援する大人の声援で会場は大いに
盛り上がりました。

グラウンドいっぱいに元気な声
みんなのスポーツフェスタ

３
９

岩湧の森 四季彩館で楽器作りのワークショッ
プが開催されました。森林ボランティアトモ
ロスの指導で行われ、環境問題や森林の役割

などについて話を聞いたあと、竹を使った楽器作りを体
験。自分の手の大きさに合わせて印を付け、ドリルで穴
を開けてリコーダーを作りました。完成したあとには試
し吹きをし、参加者が奏でるリコーダーの音色が岩湧の
森に響き渡りました。

自分だけのリコーダーを手作りで
春の木製楽器作りワークショップ

３
23

市内の小中学校で入学式が行われました。今
年入学したのは小学生 575 人、中学生 612
人です。取材に訪れた南花台小学校では、校

長先生から新１年生へ向けて「げんき、やるき、ゆう
きを心に学校生活を楽しんでください」とメッセージ
が送られ、新入生は緊張した面持ちの中、担任の先生
から名前を呼ばれると元気に返事をしていました。

楽しい学校生活スタート
小学校で入学式

4
4

NHK趣味の園芸などに出演している園芸
家 伊藤章太郎さんにより、変化する気候
と共存するための植物選びの講演がキック

スで開催されました。この数十年で気温が暖かくな
ったことによる、品種の選び方や紹介、植物が芽吹
くために必要な冷え込みの大切さなどについて話し、
参加者は熱心に聞き入っていました。

３
16
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か
わ
ち
な
が
の

医
療
と
介
護
の
相
談
会

●
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
対
策
、
健

康
寿
命
を
延
ば
す
タ
オ
ル
全
身
体
操

対
象　
市
内
在
住
の
高
齢
者

と
き　
５
月
17
日
㈯
①
午
後
２
時

〜
３
時
、
②
午
後
３
時
30
分
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ　
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

内
容　
青
山
第
二
病
院
の
斎
藤
治

院
長
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
お
話

と
、
健
康
運
動
士
に
よ
る
体
操

定
員　
各
50
人
（
先
着
順
）

申
込　
５
月
５
日
〜
15
日
に
左
記

（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）へ

問
介
護
老
人
保
健
施
設
あ
か
し
あ

（
☎
56
・
８
５
０
０
）

し
ょ
う
ぶ
湯

対
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

人
、
障
が
い
者
手
帳
所
持
者
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
親
子
▽
初
め
て
利

用
す
る
人
は
利
用
証
発
行
の
た
め
、

免
許
証
な
ど
本
人
確
認
書
類
の
持

参
が
必
要

と
き　
５
月
８
日
㈭
午
前
11
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ　
福
祉
セ
ン
タ
ー
キ
タ
バ

錦
渓
苑
、
く
す
の
か
ホ
ー
ル
、
キ

タ
バ
あ
や
た
ホ
ー
ル

入
浴
料　
１
０
０
円

※
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
左
記
へ
電
話
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
福
祉
セ
ン
タ
ー
キ
タ
バ
錦
渓
苑

（
☎
65
・
０
１
２
３
）、
く
す
の
か

ホ
ー
ル
（
☎
62
・
７
７
９
９
）、
キ

タ
バ
あ
や
た
ホ
ー
ル
（
☎
54
・
０

７
７
３
）

も
の
忘
れ
相
談
会

　
相
談
の
ほ
か
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で

脳
の
認
知
機
能
測
定
も
行
い
ま
す

と
き　
５
月
30
日
㈮
午
後
２
時
〜

４
時（
相
談
は
1
人
1
時
間
程
度
）

と
こ
ろ　
市
役
所

申
込　
５
月
23
日
ま
で
に
電
話
で

左
記
へ

問
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
・
０
１
８
０
）

介
護
の
知
恵
袋

●
腰
を
痛
め
な
い
介
護
術
講
座

　
理
学
療
法
士
に
寝
返
り
か
ら
立

位
ま
で
、
実
践
を
交
え
て
学
び
ま

せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族

と
き　
５
月
30
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

と
こ
ろ　
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

申
込　
前
日
ま
で
に
左
記
へ

問
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
４
５
１
）

保
険
・
年
金

特
定
健
診
の

無
料
受
診
券
を
送
付

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
以
上
の
対
象
者
に
、
特
定

健
診
の
無
料
受
診
券
を
５
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。
詳
細
は
受
診
券

と
同
封
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
月
８
日
〜
10
月
末
に
新
た
に
国

保
に
加
入
し
た
人
に
は
届
出
月
の

翌
々
月
に
送
付
し
ま
す
。

●
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
検
診
費
用
の
自
己
負
担
額
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望

す
る
場
合
は
、
受
診
日
の
10
営
業

日
前
ま
で
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象　
引
き
続
き
国
民
健
康
保
険

に
１
年
以
上
加
入
し
、
か
つ
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
被
保
険
者

受
診
期
間　
５
月
下
旬
以
降
〜
来

年
３
月
末
（
今
年
度
中
に
75
歳
に

な
る
人
は
誕
生
日
の
前
日
）

予
約
・
申
請
方
法　
①
市
指
定
検

診
機
関
に
事
前
予
約
、
②
保
険
医

療
課
に
予
約
申
込
書
兼
補
助
申
請

書
を
提
出
、
③
そ
の
後
、
市
指
定

検
診
機
関
で
受
診

※
特
定
健
診
対
象
者
は
受
診
券
が

届
い
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
同
じ
年
度
で
特
定
健
診
か
人
間

ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
一
方
し
か
受
診

で
き
ま
せ
ん
▽
申
請
前
に
受
診
す

る
と
軽
減
対
象
外
と
な
り
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
▽
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
保
険
医
療
課

老
齢
年
金
の

請
求
手
続
き
に
つ
い
て

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
10
年
以
上

の
受
給
資
格
期
間
が
あ
る
人
が
、

原
則
65
歳
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。

老
齢
厚
生
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
が
あ
り
、
厚

生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
期
間
も

あ
る
人
が
原
則
65
歳
か
ら
受
給
で

き
ま
す
。
但
し
、
厚
生
年
金
保
険

の
被
保
険
者
期
間
が
1
年
以
上
あ

る
場
合
は
、
65
歳
に
な
る
ま
で
特

別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
が
受
給

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
生
年

月
日
や
性
別
に
応
じ
て
受
給
開
始

年
齢
が
異
な
り
ま
す
）。

●
受
給
す
る
に
は
手
続
き
を

　
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
年
金
の
請
求
手
続
き
が
必
要

で
す
。受
給
開
始
年
齢
に
達
し
、老

齢
年
金
の
受
給
権
が
発
生
す
る
人

に
は
、
受
給
開
始
年
齢
に
到
達
す

る
3
か
月
前
に
、
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
年
金
請
求
書
が

日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。
提
出
先
は
加
入
し
て
い

た
年
金
制
度
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
内
容
を
確
認
の
上
、
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国

民
年
金
1
号
期
間
の
み
の
人
は
市

役
所
へ
の
提
出
が
可
能
で
す
。

※
請
求
書
が
届
か
な
い
場
合
で
も
、

合
算
対
象
期
間
を
加
え
る
こ
と
に

よ
り
受
給
権
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
繰
上
げ
、
繰
下
げ
制
度

　
老
齢
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら
受

け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

希
望
が
あ
れ
ば
年
金
の
受
給
を
早

め
た
り
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
受
給
開
始
年
齢
に
よ

っ
て
生
涯
受
け
取
れ
る
年
金
額
は

異
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
市
民
窓
口
課
ま
た
は
日
本
年
金

機
構
天
王
寺
年
金
事
務
所
（
☎

06
・
６
７
７
２
・
７
５
３
１
）

高
齢
者

第 2部のパネラーのみなさん

支え合いの
現場から
TEL 65 -0133
社会福祉協議会内

[コラム] 

楽
し
い
！
か
ら
広
が
る「
さ
さ
え
あ
い
」の
輪

　

３
月
に
開
催
し
た
「
地
域

さ
さ
え
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で

は
、「
つ
な
が
り
」
の
大
切
さ

に
つ
い
て
、改
め
て
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
第
1
部
の
厚
生
労
働
省
職

員
に
よ
る
講
演
で
は
、ど
の
よ

う
に
み
ん
な
が
生
き
や
す
い
社

会
、
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
社

会
に
し
て
い
く
か
、と
い
う
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
代
社
会
で
は
、
人
口
減
少

や
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
り
、地

域
や
家
族
な
ど
の
つ
な
が
り
が
希

薄
化
し
、孤
独
を
抱
え
る
人
々
が

増
加
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な
状
況

で
、誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
な
地
域
を
つ
く
る
に
は
、高

齢
者
も
障
が
い
者
も
子
ど
も
も
、

全
て
の
人
が
地
域
社
会
に
参
加

し
、支
え
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

さ
ら
に
、福
祉
分
野
だ
け
で
な
く
、

ま
ち
づ
く
り
や
文
化
活
動
、
環

境
、
地
域
産
業
な
ど
様
々
な
分

野
の
活
動
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ

と
で
、新
た
な
つ
な
が
り
も
生
ま

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
私
た

ち
が
目
指
す
「
幸
せ
」
と
は
、
頑

張
っ
て
創
り
だ
そ
う
と
す
る
も
の

で
は
な
く
、
ゆ
る
や
か
に
、
寛
容

性
を
も
っ
て
育
ん
で
い
く
も
の
で

あ
る
と
い
う
言
葉
が
心
に
響
き

ま
し
た
。

　
第
2
部
で
は
、
地
域
で
活
動

す
る
3
名
の
方
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し

て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
話
の
中
で
特
に
印

象
に
残
っ
た
の
が
、「
活
動
す
る

の
が
楽
し
い
」、「
や
っ
ぱ
り
笑
顔

で
活
動
す
る
こ
と
が
大
切
」と
い

う
言
葉
で
し
た
。日
々
の
活
動
の

中
で
は
、う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
、

大
変
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
仲
間
と
と
も
に

新
た
な
つ
な
が
り
を
築
き
、活
動

の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
参
加
者
か
ら
は
、「
自

分
も
何
か
地
域
の
た
め
に
活
動

し
て
み
た
い
」、「
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
た
い
」と
い
う
声
が

多
数
上
が
り
ま
し
た
。こ
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
き
っ
か
け
に
新
た
な
活

動
が
生
ま
れ
る
の
で
は
、と
思
わ

ず
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
で
新
た
な
活
動
団
体
を

立
ち
上
げ
た
い
方
、ま
た
は
地
域

活
動
に
興
味
が
あ
る
方
は
、私
た

ち
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

帯状疱疹ワクチン定期接種
　令和7年度より、高齢者を対象に帯状疱
疹ワクチンの定期予防接種を実施します。
対象　①令和7年度以降で各年度におい
て65歳になる人、②令和7年度～令和11
年度の各年度において70・75・80・85・
90・95・100歳になる人、③令和７年度に
おいて101歳以上になる人、④60～64歳
の人でヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機
能に障がいがあり、日常生活がほとんど不可
能な障害がある人
期間　令和８年３月 31日まで
※自己負担額や持ち物など、詳細は65歳以
上の対象者へ送付する接種案内か
右記ＱＲからご確認ください。
問保健センター（☎ 55-0301）

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

税
金

健
康

障
が
い
者

安
全
安
心

教
育

就
労

人
権

暮
ら
し

募
集

相
談

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

事
業
所

高
齢
者

保
険・年
金
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